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・

四
月

一
七
日
、

'
F
H
i
絶
好
の
運
動
会
日

h
邑
晶
・
和
の
も
と
、

重
信

司
1

中

学
校
運
動
場
に

お
い
て
、
第

三
七

回
重
信
町
民
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

結
果
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。
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平
成
六
年
度
か
ら
、
農
業
集
落

排
水
事
業
(農
村
下
本
道
)
を
実
施

す
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た

、

将
来
に
お
い
て
も
公
共
下
水
道
事

業
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

重
信
町
に
ふ
さ
わ

し
い

固
有
の
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
デ

ザ
イ

ン
を
募
集
い
た
し
ま

す
。町

の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な

が
る
創
意
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

一
、
応
募
資
格

重
信
町
に
在
住
又
は

、

通
勤

通
学
を
し
て
い
る
方
。

二
、
応
募
期
間

平
成
六
年
五
月
十
五
日

か
ら

六
月

三
十
日
ま
で

。

三
、
作
品
の
テ

l

マ

1 3 ・2日ιけれふ:

重
信
町
を
象
徴
す
る
も
の
。

(
参
考
)
町
花
き
く

町
木
も

く
せ
い

重
信
川

皿
ヶ

嶺
等

四
、
作
成
上
の
注
意

付
テ
ザ
イ
ン

は
、

応
募
用
紙
に

里
二
色
で
表
現
す
る

こ
と
。

※
応
募
用
紙
は
、
役
場
産
業
課

に
あ
り
ま
す

。

口
テ
ザ
イ
ン
の
中
に
、
「
重
信

(町
)
」
と
、
「

汚
水
」
の
文
字

(
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
ロ
ー
マ

字
可
)
及
び

、

町
章
を
入
れ
る

こ
と
。

五
、
作
品
審
査

審
査
委
員
全
で
‘
審
査
す
る
。

応募用紙(A3)

作品の趣旨

意図の説明

最
優
秀

優
秀

一
般
、
高
校
生
二
点

中

学
生
二
点

小
学
生

二
点

一
般
、
高
校
生
三
点

中
学
生

三
点

小
学
生
三
点

各
賞
に
賞

状
、
副
賞
、
及
び

'参
加
賞
あ
り
。

六
、
応
募
及
び
問
い
合
せ
先

役
場
産
業
謀

包
六
回
|

二
O
O

一

(
内
線
四
三
二
)

七
仁
本
仁

化
「

,a
1l 

七
、
そ
の
他

付
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

口
入
選
作
品
の
著
作
権
等
の
権

利
は
、
重
信
町

に
帰
属
し
ま

す
。

臼
最
優
秀
作
品
は
、
マ
ン
ホ

ー

ル
蓋
の
製

作
上
、

一
部
修
正

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

住 所

氏 名

年 齢

性 日 IJ

司監 業(勤務先、学校名、学年)

型空埜呈

‘ 町章

企オモテ

ウラ砂

重
信
町
土
地
開
発
八
ム
社
が
施
行

中

の
上
林
住
宅
団
地
の
分
譲
を
次

の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
方
法
・
受
付
期
間
・
価
格

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
六
月
号

町
広
報
他
に
掲
載
予
定
で
す
が
、

詳
し
い
内
容
を
知

り
た
い
方
は

役

場
産
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。包

六
回
!

こ
O
O

一
(
内
線
四
三
二
)

分
譲
宅
地
の
あ
ら
ま
し

所
在
地

重
信
町
大
字
上
林

区
画
数

三
十
四
区
画
(
一
区
画
約
九

十
坪
)

上
下
水
道

簡
易
水
道
及
び
下
水
道
完

備

公
共
施
設

繰
地
・
防
火
水
槽

・

集
会
所

用
地
他

優
先
的
に
譲
渡
す
る
対
象
者

O

住
宅
の
用
に
供
し
た
時
点
で

小
学
校
低
学
年
の
児
童
又
は
、

小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児

の
い

る
方

O

新
婚
並
び
に

婚
約
証
明
の
と

れ
る
方

譲
渡
条
件
・
制
限
等

契
約
後
二
年
以
内
に
住
宅
建

築
完
了
の
う
え

住
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
や
転
売

制
限
、
建
築
協

定
締
結
な
ど
の
条
件

・
制
限
等

が
あ
り
ま
す
。

譲
渡
予
定
価
格

坪
十
万
円
程
度
(
科
区
画
の
平

均
)
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町
長

出
山
凡
又

Z

ト
ル

ノ
，句
1

収
入
役

教
育
長

総主主 脊課
11 漏

事査 佐長

嘱用主
11 11 務 11 事 11
託員補

電臨主主謀

和
田

高
須
賀

八
木
高
橋

務

課

11 

水
田
博
孝

加
藤

章

大
北
栄
二

加
藤
厚
志

渡
部
剛
士

山
内
美
和
子

森
誠
司

井
門
政
之

水
田
紀
子

渡
部
貞
夫

渡
部
清
子

丸
岡
昭
治

笠
松
キ
ク
エ

野
中
千
秋

算

課

時事査長

小
山
澄
男

宮
内
仁
司

東
洋
一

野
中
実
穂

謙淳

一 郎寛樹

ム
口

、

J
0

・

・
・
新
採
用

0
・
:

異
動

電内連内外秘登宅庶 i向給財行総
話 古手 苧 高苧申号平i&務
交判 文集{争選共起人全
換勤手勤勤書記亘書挙 i斉 f責事般

電
算
全
般

ン
ス
テ
ム
附
苑
巡
刷

キ

ノマ
L〆 11
チ
守・

出主
査

O

H
 

主
事

手見課
長

課
長
側
依

係
長

O

H
 

主
事

主
事
補

嘱
託

町課
長

課
長
州
佐

係
長

主
査
主
事

O

H
 

嘱主
11 11 事 11
託補

納

F晶『

皐

済
川
孝
子

永
野
昌
二

加
藤
恵
子

務

課

11 

池
川
広

一

中
川
秀
孝

中
矢
淳

堀
内
晃

田
中
聡
司

渡
部
真

也

新
谷
ゆ
り

大
北
英
明

井
門
亀
男

高
橋
政
信

森
貞
栄
久

民

課

11 

日
野
鶴
恵

伊
賀
悌
二

窪
田
正

山
内
弘
子

高
市
圭

二

牧
正
人

岡
本
勇

野
中
純
子

森

幸
一

水
田
仁
志

山
内
元
保

温
見
エ
リ
子

森
道
子

A :z:; 

'
ド1
a

-
z
-
μ
 

11 11 

税
務
全
般

陀
民
枕
郎
門
ふ
れ
舵
法
人

町
民
帆
・
山
岨
・
田
川
叫

資
癌
悦
部
門
全

般
・
回
定
資

産
税

住
民
税・県
税

国
民
健
康
保
険
税

什
比
隠
は
円
川
悦

・
阿
叫
抽
刑・

口
座
援
皆

収
納
・
庶
時
・

証
明
事
時

担
社
白
同
計
制
古
都
制
院
・

証
明
事
時

町
税
徴
収

家
屋
評
価

町
民
全
般

国
民
年
金

住
宅
昔
理

・

間
出
血
仏
館
中
今
七

戸
時
間
日
民
基
本

古
級
印
鐙

証
明

同
氏
健
康
保
険

付
u
m
A比一ι
k小
ムu
u
m・

印
諸
証
明

-

一
ド
時
間

e
A
同
館
山
明
し
言

者
T
M
f

uR，
同織
は
り
・
司、
ゆA市
梅
附w

-

一円
高
，
住
民
基
本

古
似
・
印
鑑
証
明

“
民
嶋
本
向
山
間
・

μ
n
m

印
区
d
川
外
川
A

U
H

国
民

年

金
保
険

2
2
1
 

F
1
4
 

日
出
早
川
町
価
問
砂
川
叩
仰
陣

叫
間

レ
セ
プ
ト
点
検

芭
人
保
健

レ
七
プ
ト
点
検

ネ富主 係警部
川 11 五n
事 長佐長

保
11 健 11
婦

嘱

託
祉

課

11 

氏手[J菊矢西森高阿山在森丹森 71< ì也別
家田 i也野山 市部本安 生 田田府
武 久映友勝明武健吾賢谷 省典頼
雄正代子音代子雄吾芙治衛定 三 弘房

11 11 11 

清
掃
セ
ン
タ
ー

主
査

作
業
員

小芥
林 ) 1 1

11 11 11 11 11 

福
祉
全
般

保
健
衛
生

老
人
福
祉

封
附
制
祉
・
器
地

児
童
福
祉

術
生・
浄
化
問

民
生・
社
会
柄
祉

ぷ
乞a
八
日
同
机
紘・

地
げ
ル比
摘M

m柑
惜
官
・HM
V
山
守宙
開田外
U

A
L福
祉
・
浄
化
附

氾
童
相
祉
・
庶
務

保
健

11 11 

セ老老

込入
I r~ ホ H
菅川 | 

哩.L.

実昭

.~主
圭p

11 士易
管
理

社
協
郁
務
全
般

社
会
福
祉

社
協
事
務

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l

11 11 11 11 11 

11 

増
田
公
子

同
和
対
策
室

H底 ヨ王室
…長長

託産整
産嘱主技技 H 主 11 主係、 11 脊課

事師 -;-;-- 11 -;-;-- 宜 E 

託補補師き 査さ査きさ型長

高
須
賀
寛

池
川
義
晴

岡
多
正

業

課

11 

同
和
対
策
全
般

同
和
対
策
事
業

生
活
相
談
員

産
業
全
般

農
業
振
興

事
辛
本
計
嗣
・

m
M常
K
A
+ム+
小

農
業
土
木

圃
場
整
備

農
業
土
木

終
業
委
員
会

農
業
振
興

農
業
土
木

林
業
振
興

庶
務

。属 農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

管

森
貞
信

山
内
一
正

束
村
枚
則

森
知
男

池
川
英
信

池
田
裕

二

野
中
忍

安
井
重
幸

森
忠
臣

大
西
匡
宏

池
田
党
志

大
北
勝
也

制
川
三
恵
子

託

大
森

国
土
調
査
課

0 
主主 係脊謀

η :1-'<乙

手~j
事査 長佐長

伊
賀
功

高
須
賀
厚

菅
原
富
子

高
原
弘
一

高
須
賀
政
史

佃

一
彦 稔

国
土
川
町
資
金
般

地
籍
調
査

デl
p
h
u
m
-

庶
務

地
籍
調
査

地
語
調
査

目

デ
l

p

処
男

企
画
商
工
課

O
課
長

総
長
補
佐

O
主

査

主
事

建課
長

総
長
補
佐

係
長

O

H
 

主
査
(
技
)

技
師

技
師
補

山
内
数
延

宮
崎
良
輔

大
西
聖
子

宇
都
宮
由
孝

設

課

11 

和
田
洋

渡
部
清
則

武
智
安
史

水
田
一
典

青
野
喜
代
子

丹
生
谷
則
篤

上
岡
浩
二

橘
正
城

平
岡
芳
樹

大
西
一
正

都
市
整
備
課

理

課
長

総
長
補
佐

O
係
長

主
査

H
(技
)

主
査

主
事

技
師

技
師
補

主
事
繍

(社
会
福
祉
協
議
会
)

器
包
韮
池
川
義
晴

時
間
制
動
大
西
史
浩

書
記
村
田
樽
美

ホ
ー
ムへルパ!
大
森
サ
キ
子

日
丹
生
谷
キ
ヨ

子

山
由
民
記
子

高
精
富
美
乃

武
智
良
子

吉
田
美
佐
代

中
川

恵

桐
野
猛

一露
口
憲
三

桐
野
彰
紀

青
木
隆
弘

大
森
忠
昭

門
田
千
志

渡
部
康
美

竹
森
尚
樹

村
上
雄
紀

渡
部
俊
也

企
画
商
工
会
般

合
同
調
侵
食
住
行
此


M
間
集
地
・
コ
ミ
ム
ユ
テ
e

r山
町
叩
・
公
聴

・
庶
務

統
計
・
商
]

目

副
院

本
ι
・
R伯区
凶
間
駒
内
V胞
団
吐

建
設
全
般

一
般
土
木

開
発・
都
市
計
画

庶
務・
屋
外
公
告

一
般
土
木

11 

主E
努玉

孟 11
士寛
理l'

都
市
計E
m刷
会
般

工
業
団
地

区
画
整
理

区
画
設
計

総
合
八
ム
園

庶
務
区
画
設
計

l

主
団
地
・

A
V“
川
凶作叫
持
則

総
合
公
園
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水主主係警謀
!て

争前
事査長佐長

道

課
岩
田
守

池
川
忠
徳

山
内
シ
ゲ
ル

池
田
隆
太

大
森
泰

双
葉
保
育
所

{呆 ニヒ 所
IJ IJ f者一

母副長

。。。O

H
 

調
理
員

υ
w
bt
M吋
"
ι
‘
.
‘

叫
仇
d
m

-

L

補
助
職
員

IJ 

奥
村
久
子

中

川
幸
恵

森
里
美

篠
原
み
は

大
北
小
代
子

弓
削
田
端
美

岡
本
蕪

渡
部
浩
子

江
戸
幸
子

黒
河
亜
紀

大
凶
幸

古
同
市
志
保

市
須
賀
美
智
子

比
野
平
京
子

家
森
美
幸

大
野
恵
子

村
上
美
保
子

山
岸
尾
千
代
子

吉
岡
ア
ヤ
メ

中
村
静
江

大
北
幸
子

IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ 

南
吉
井
保
育
所

所
長

主
任
保
母

渡
部
幸
子

橋
本
千
鶴

笠設料笠水
器計金 EE i首
241・庶:空 iè
妄金務芸般

フ
リ

ー

り
ん
ご
組

柑ぞ白うりみ貰ぞいう紫い
っ さんど よちさ ち

ぎごり ノごぎ ご
組組組組組組組組組組組組

い
ち
ご
組

{呆

母

。O

N
 

調
理
員

O

H
 

市
山
鍛
え

争
a

』

W
M
q
I
H

IJ 

中
矢
桂
子

菅
野
恵
美
子

小
田
倫
理
子

大
西
尊
子

八
木
美
智
子

大
北
鹿
代
子

池
川
キ
ヌ子

東
ト
モ
子

桃り紘紫賞
ん

組組組組組

南
吉
井
第
二
保
育
所

11{呆在所
母霊長

。。

調
理
員

O

H
 

鈴
"
し
り
怯
U
1
t

L
判
"
H
M
m
叩
・1
J

IJ IJ 

扇岩安 t度近波野松 山 高玉石
山田平部藤部中下内市乃旧
主房恭弘智弘美信美容まと
手子子子穂子保恵紀裏手:午

IJ IJ IJ 

拝
志
保
育
所

所
長

主
任
保
母

O
保
母

O
 

O

H
 

調
理
員

O

H
 

ドH
H
h
Hソ
ゆ
市
民
』
J
a、

判

且
耶

L

IJ 

野
口
澄
子

上
堂
由
美

牧
理
香

山
内
総
子

上
原
万
喜

町
川
三
智
子

鈴
木
順
子

石
割
悦
子

丹
生
谷
百
合
子

中
田
利
江

IJ 

ひ
よ
こ
組

背
組
織
組
う
さ
ぎ
組

賞
組
く
ま
組

い
ち
ご
組

桃貰赤青赤フ

上
林
保
育
所

所
長

保
母

O

H
 

臨
時
制
収
員

補
助
職
員

大
西
清
美

八
木
幸
美

氏
家

一生
紀

菅
能
潤
子

家
久
静
恵

議
会
事
務
局

事
務
局
長

係
長

武
智
由
貧

相
原
美
代
子

主 係査課
争前

査長佐長

伊
賀
昭
彦

渡
部
寛
行

戒
能
由
子

波
部
真
二

社
会
教
育
課

組組組組組

日属 m社主 主主 総諜
IJ IJ 料率，

, iUì 干'争llì
託 Hi 補 事査佐長

岩
川
孝
男

門
田
孝
明

渡
部
明
徳

渡
部
昌
弘

森
照
美

橋
本
剛

八
木
光
秋

土
居
茂
男

神
野
武

村
肝
ミ
エ
子

貰

・
桃
組

赤
組

端
会
全
般
・
監
査

庶
務

教
育
行
政
全
般

教
“
H
A
W
H
A
q
d

・
紋ω付
制

厳
守
州
市
守

山
保
鍵

阪
い除
叫-
m
H
イ

防
日
間
仰
山

仲

畑
町
セ
ン
7

l
l

子
技
施
設
聾

備
・
就
学
援
助

社
会
教
育
会
般

会
同
ぬ
必
管
瑚
社
会

助H
H昏
凶
川
公
文
化
協
会

公
民
館
活
動
・

同
門
知
刊
動
科
山
門

A
Z剣
川

島
川
少
年
於
向
山m
H時
党

η
山VN
T
Ma押
セン
タ
ー

受
付
・
庶
務

M
U
A
Z仕
仲
拘
H・

体
育
施
設
菅
理

同
和
教
育

婦
人
教
育

町
民
全
館
凶
害

健
歴
史
主
管
理

図嘱 主 主 1F
H 令 足

手m
託事査佐

書

館

凶
当主
'ヱE

H 色ìB
司王
1労

IJ IJ IJ IJ 

歴
史
民
俗
資
料
館

嘱 主

託事
IJ 

和
田
久
弘

高
原
さ
ゆ
り

和
田
浩
二

車問
弁
正
史

戒
能
光
昭

越
智
美
保

山
本

一
英

和
田
章

宇
都
宮
雅
雄

給
食
セ
ン
タ
ー

所

長

主
査

給
食
技
術
品

ド
+
告
側
四
品

調
理
員

O

H
 

U属

託
IJ 

相
原
浅
夫

占
用
美
砂
子

竹
内
和
昭

田
辺
定
則

丸
岡
ア
ヤ
子

野
中
ウ
メ
子

新
谷
一
房
子

小
倉
サ
キ
子

中
村
洋
子

三
村
佐
江
子

中
島
カ
ヨ
子

佐
伯
百
子

八
木
敬
子

大
北
幸
子

越
智
鈴
美

野
中
良
子

倉
瀬
克
典

IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ 

埼
縄
文
化
財
埠
出

向
庶
情
-

調
官

幽
町
山
区
民
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両
選

前
。
文
化
肘
山
市
帽
彬
A
合

理
語
文
化
財

m
比
田
市
副
阿
木
丘

学
校
給
食全
般

庶
時

目
給
食
全

計
事
情

ボ
イ
ラ
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配
送
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調
理

調
理
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配
送

訴l
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小
・
中
学
校

係
長

校
務
員

IJ 

矢越松盟和 弓
野智岡田田削

|ヨヨ
秀靖公周健直
子子子子治長

IJ IJ 

重
信
幼
稚
園

教 主 国
IJ 笠
諭師長

校
務 IJ
貝

IJ 

蔦福室武 小阿悶
川 岡崎智虫部忠
明恵千文正伸志
美子秋代子子 子

北
吉
井
幼
稚
園

教 主 国
IJ 1:I: 

諭 ;f'倫長

講
師

校
務
員

退
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職

者

問
山
弁
小
学
校

重
信
中
学
校

北
古
井小
学
校

陶
古
井
小
学
校

伴
志
小
学
校

上
林
小学
校

貰背桃赤フ

組組組組

フ青賞桃赤

i 組組組組

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

。

井
上
段
継
企
画
商
工
課
長

田
村
久
雄
消
防
長

近
藤
ま
ゆ
み
企
画
商
工
諜
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固

旬

は
り
・
き
ゅ
う

施
術
費
助
成
の
ご
案
内

こ
の
制
度
は
、
町
民
が
は
り
・

き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
た
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
、

町
民
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

-
受
給
資
格
者

①
施
術
を
受
け
た
日
現
在
に
お
い

て
満
七
十
歳
以
上
に
達
し
て
い

る
方
。

②
三
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

0

・
申
請
の
方
法

重
信
町
は
り
・
き

ゅ
う

施
術
費

助
成
請
求
書
に
施
術
担
当
機
関

の
証
明
を
受
け

て
請
求
す
る

0

.
支
給
月
額

一
回
千
円
で

一
ヶ
月
五
回
が
限

度
。

-
支
給
先

申
請
者
へ
口
座
振
込

-
申
請
書
交
付
先
及

び
・申
請
先

役
場
町
民
課岱

しハ
問
l

二
O
O

一

ご
存
知
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度

全
担
や
役
所
等
を
退
職
し
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
給
し
て

い
る
七
十
歳
未
満
の
人
と
そ
の
』
家

族
は
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

0

・
該
当
す
る
人

次
の
三
つ
め
条
件
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
。

②
老
人
保
健
法
の
摘
用
を
受
け
て

し
な
し

③
老
齢
(
退
職
)
年
金
の
受
給
者
で

そ
の
加
入
期
聞
か
二
十
年
以

上
、
ま
た
は
四
十
歳
以
後
の
期

間
が
十
年
以
上
あ
る

。

-
自
己
負
担
金

①
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院

・
通
院
と
も
医
療
費
の
二

重
ロ

②
扶
養
家
族

入
院
は
医
療
費
の
二
割

通
院
は
医
療
費
の

三
割

・
届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取

っ
た
ら

、

十
四
日
以
内
に
役
場

町
民
課
へ
年

金
証
書
、
保

険
証
、
印
か
ん
を
持

参
し
て
届
け
出
て
下
さ
い
。

匂

合

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

死
亡
し
た
と
き
は

速
や
か
に

届
け
出
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け

て
い
る
方
が
死
亡
さ
れ
た
時
は

、

市
町
村
役
場
に
提
出
す
る
死
亡
届

と
は

別
に
「
年
金
受
給
権
者
死
亡

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
た
り
、
届
出

が
遅
れ
ま
す
と
、
後
日
、
遺
族
の

方
か
ら
受
け
取
り
過
ぎ
に
な
っ
て

い
る
年
金
の
全
額
ま
た
は

一
部
を

お
返
し
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
に
こ
注
意
く

だ
さ
い
。

《
届
け
出
先
》

*
国
民
年

金
を
受
け
て
い
る
万

役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
へ

*

厚
生
年
金

・
船
員
保
険
を
受
け

て
い
る
方

社
会
保
険
事
務
所
へ

な
お

、

二
つ
以
上
の
年
金
を
受

け
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
方
が
、

死
亡
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
金
に
つ
い
て
、
届
出
が
必
要

で
す
'
o

学
生
の
み
な
さ
ん
、

学
生
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
族
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
を
忘
れ
す
に

日
本
に
住
む

二
十
歳
以
上
六
卜

歳
未
満
の
人
は
必
ず
国
民
年
金
に

加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
学
生
の
方
も

二
卜

歳
に
な

っ

た
ら
国
民
年
金
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
・

学
生
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方
、
国
民

年
金
へ
の

加
入

の
手
続
き
は
お
済

み
で
し
ょ
、
っ
か
。

手
続
き
を
忘
れ
た
り
、
手
続
き

が
遅
れ
ま
す
と
、
年
を
と
っ
て
か

ら
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
少

な
く
な
る

こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
年
金
を
受
け
と

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た

、
交
通

事
故
や
レ
ジ
ャ

ー

中

の
事
故
な
ど
で
、
障
害
の
状

態

に
な
っ
た

場
合
の
陣

害
基
礎
年
金

も
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
と
万
が

一
の
た
め
に

絶
対
に
必
要
な
国
民

年
金
で
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん

・

学
生
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方
、
二
十

歳
に
な
っ
た
ら

忘
れ
ず
に
住
民
笠

誌
を
し
て
い
る
市
町
村
役
場
で
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ

+
g
jし
ト

φ
、
勺'
o

愛
媛
県
看
護
婦
等

就
業
協
力
員
に
よ
る

就
業
相
談
会

国
有
，
咋

I

}

 

松
山
中
央
保
健
所
子
会
暗
室

松
山
巾

北
持
旧
町

一
一
-
一
二

包
四

一
ー

一
一

日
時毎

月
第
阿
木
昭
日

ト
時
i

十
二
時

(
受
付
十
時
1

十

一
時
)

相
談
者

愛
媛
県
看
設
協
等
就
業
協
力
員

対
象
者

看
護
職
員
の
資
絡
を
有
し
、
就

業
の
意
思
を
も
っ
者
等

相
談
内
容

就
業
に
関
す
る
相
談

、

ナ
l

ス
パ
ン
ク
へ
の
登
録
指
導
、

就
業
に
関
す
る
情
報
提
供
等

E-晶画託証書
毎週水眼目 13 : 00 -17 : 00 
5 月 11 、 18、 25 日

6 月 1 、 8、 15 、 22 、 29 日
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友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校

不適応などお気軽にご相談ください。

-日時

-場所

・電話



確
定・

間申・
違告・
ぞか
し、
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

計
算
違
い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違

い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、

う
っ
か
り
し
て
確
定
申
告
書
の
提

出
を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
。
も
う

一
度
確
認
を
し
て
く
だ

支
」
い
。

申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と

き
は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

ま
た
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申
告

書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
と
き

は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
こ
で
、
確
定
申
告

の

内
容
に
間
違
い
が
あ

っ

た
と
き
の

訂
正
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明

ー
し
斗
まl
u
よ
、
つ
。

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い

税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

~ 
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す
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こ
の

「

更
正
の
請
求
」
を
す

る
場
合
は
、
税
務
署
に
用
意
し
て

あ
る
更
正
の
請
求
書
に
既
に
申
告

し
た
金

額
と
訂
正
す
べ
き
金
額
な

ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

t
ν
 

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は

ちのがあ???jぎとl.)念
。 ~fuÆ1'~ ーρ 

法
定
申
告
期
限
か
ら

一
年
以
内
で

す
か
ら
、
平
成
五
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
平
成
七

年
三
月

一
五
日
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は

平
成
七
年

三
月
三
二

日
ま
で
と
な

り
ま
す
。
更
正
の
請
求
書
が
提
出

さ
れ
る
と
、
税
務
署
で
そ
の
内
容

を
検
討
し
、
そ
の
請
求
内
容
が
正

当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
納
め

過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す

。

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「

修
正
申
告
」

を
し
て
正
し
い
税

額
に
修
正
し
て
く

だ
さ
い

。

こ
の

「

修
正
申
告
」

を
す
る
場
合
は
、

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
る
修
正
申

告
書
の
用
紙
に
、
既
に
申
告
し
た

金
額
と
修
正
す
べ
き
金
額
な
ど
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告

を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自

主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
に

は
、

過
少
申
告
加
算
税
(

一
O
%
又

は

一
五
%
)
が
か
か
り
ま
せ
ん

。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ

っ

て
新

た
に
納
め
る
こ
と
に
な

っ
た

税
額

は
、
修
正
申
告

書
を
提
出
す
る
日

に
納
め
て
く
だ
さ
い

。

こ
の
納
め

る
税
額
に
は
、
法
定
納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら

な
い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘

れ
て
い
た
と
き
は
、
直
ち
に

確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

。

こ
の
申

告
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か

ら

の
申
告
を
「
期
限
後
申
告
」

と

い

い
、
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る

ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
く
申
告
を
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す

。

税
務
署
の
調

査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
に
期
限

後
申
告
を
し
た
と
き
に
は
、
無
申

告
加
算
税
が
五
%
(
税
務
署
の
調

査
あ
る
い
は
決
定
後
等
の
場
合
は

一
五
%
)
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
納

め
る
こ
と
に
な

っ

た
税
額
は
、
申

告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
納
め
る
税
額
に
は
、

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す

る
H

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
の
で

、
併
せ
て

納
め
て
く
だ
さ
い

。

分
か
ら
な
い
と
き
は

更
正
の
請
求
、
修
正
申
告
、
期

限
後
申
告
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
相
談
室
や

税
務
署
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い

。

( 県税だより 〉

5月の納税
固定資産税第1期

軽自動車税 全期
納税はお早めに

納税期限 5月 31 日快)

(固定資産税第1期納期は評価替えの)
年にあたり、本年度に限り 5月です。

問い合せ先は

松山市北持田町132
松山地方局直税第二課

(電話0899-4ト1111 内346~349)



包4・乙けあふ:・ B ・

問 保⑬合
内せ
線E 役

三六四場福中し 健
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健
康
づ
く
り

料
理
講
習
会

増
や
そ
う⑧

③
②
⑨
④
 

防
ご
う⑧

⑩
⑥
③
⑦
⑧
 

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯

一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。

カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
と
い
う

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日
常
の
中
で
気
を

つ
け
て
と
り
た

い
カ

ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ
っ
て
お

こ

っ
て
く

る
「
骨
粗
し
よ
う
症
」
に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員

又
は
保
健
婦
ま
で
。

月 日 場 所 時間 準備物 内 合円坐， 担当

6 月 9 日 l木) 田窪団地公民館 l 骨粗しょう症の理解

9 月 2 日陰) 志津 川 公民館 エフ。ロン
①!京悶、症状、治療と予防

タツノマー
②運動のすすめ

10月 14 日恰) 播磨台団地公民館 午前10時一 タオ jレ
2 カルシウム強化のため

栄養士

11 月 2 日 (水) 下林集会所 12時30分 筆記用具
の作戦

保健婦
①カルシウムの多く 含 ま

平成 7年 2 月 2 日 (木) 堀池公民館;
運動のできる

れている食品・調理法
服装

②カルシウム強化献立
3 月 9 日 (木) 南野田公民館 (調理と試食)

圃圃E坦亙~呈215ZFjijzj効三3・圃

「おとしより」とその家族を対象に、 心と身体の健

康相談を行います。

家庭で困って いること 、自分のことで悩んでい

ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に

応じます。 お気軽にご利用下さい。

対象 町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時一 4時

場所 役場保健婦室

担当者 医師、保健婦

料金 無料

内容 個別で相談に応じ 、

を行います。

※予約f!ìIJ です。事前に申し込みが必要です。

-JJ叫厳著書胃:I
病気や老化などで日常生活に支障をきたしている方

に対し、 リハビリ教室を行 L 、ます。

対象 町内在住の方

時間 午後l時30分一3時30分

町民会館

医師、思学療

法士、作業療

法士、保健婦

料金 無料

申 し込み方法

事前に rlol し込みが必

要です。

必要な指導及び助言

日程表

平成 6 年 5 月 16 日 (月) ・ 30 日 (月)

6 月 6 日 (月) ・ 13 日 (月)

7 月 4 日 (月) ・ 18 日 (月)

8 月 1 日 (月) ・ 22 日 (月j

9 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

10月 3 日 (月) ・ 17 日 (月)

11 月 7 日 (月) ・ 21 日 (月)

12 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

平成ア年 1 月 9 日 (月) ・ 30 日 (月)

2 月 6 日 (月) ・ 27 日 (月)

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月)

日程表

平成 6年 5 月 9 日 (月) ・ 17 日制

6 月 6 日 (月) ・ 17 自治)

7 月 4 日 (月) ・ 15 日後)

8 月 1 日 (月) ・ 12 日治)

9 月 5 日 (月) ・ 16 日 陰)

10 月 3 日 (月} ・ 21 日悩

11 月 14 日 (月) ・ 25 日幽

12月 5 日 (月) ・ 16 日 (金)

平成 7 年 1 月 9 日 (月) ・ 27 日 制

2 月 6 日 (月) ・ 17 日恰)

3 月 6 日 (月) ・ 17 日倫)

所場

担当者

※健康カレンダーの 日程とは、一部変
更となりましたのでご了承下さい。



結
核
檎
診

肺
a
uシ
検
診

平
成
六
年
度
結
核
検
診
、
肺
が

ん
検
診
を
次
の
と
お
り
同
時
に
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
受
診
し
て
下
さ
い

o

H
対
象

結
核
検
診

十
八
才
以
上
の
住
民

肺
が
ん
検
診

四
十
才
以
上
の
住
民

(
学
校・
職
場
・

病
院
等
で
受

診
し
た
者
は
除
く
)

同
料
金

無
料

同
検
診
内
容

結
核
検
診

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
写
真

肺
が
ん
検
診

①
問
診

②
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
写
真

③
噂
筑
細
胞
診
(
問
診
の
結
果
、

医
師
が
必
要
と
判
断
す
る
者
)

がん

1 9 ・z立ιけれぶ

岡
受
診
方
法

個
人

通
知
書
を

検
診
時
に
持
参

し
て
下
さ
い
。

肺
が
ん
検
診
受

診
者
は
添
付
の
問
診
票
を
記
入

し
持
参
し
て
下
さ
い
。
個
人
通

知
書
の
な
い
方
は
直
接
検
診
会

場
へ
お
こ
し
下
さ
い
。

同
検
診
結
果

O

異
常
の
な
い
方
に
は
、
結
果

通
知
し
ま
せ
ん
。

O

精
密
検
査
の
必
要
な
方
に

は
、
通
知
し
ま
す
。

同
注
意
事
項

①
ボ
タ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

金
具
等
の
つ
い
た
服
装
は
避

け

て
下
さ
い
。

(
サ
ロ
ン
パ
ス
・
エ

レ
キ
パ
ン
も
避
け
て
下
さ
い
。
)

②
女
性
は
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ジ
ャ

ー
、

ト

レ
ー

ナ
ー

、

T

シ
ャ
ツ

等
を
着
用
す
る
と
便

利
で
す
。

③
二
次
検
診
は
日
程
表
の
と
お

り

九
月
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

再
通
知
も
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

月 日 場 所 時 間

6 月 22 目 。1<) 横河原公民館 午後2:30~6:30

23 日 (木) 牛測団地第 1 集会所 IJ 2:30~6:30 

24 日恰) 上林谷バス停 IJ 2 : 30~4 : 00 

上林公民館 IJ 4 ・ 30~6 : 30

27 日 (月) 見奈良公民館 IJ 2 : 30~4 : 30 

上村公民館 IJ 5: 00~6 目 30

28 日(!k) 掘池公民館 IJ 2: 30~3 ・ 30

牛 ;~IJ公民館 IJ 4 ・ 00~6:30

29 日 (7jq 田窪田地公民館 IJ 2 : 00~2 : 30 

八反地公民館 IJ 3 ・ 00~3 ・ 30

志津川公民館 IJ 4: 00~6 ・ 30

7 月 4 日 (月) 田窪公民館 IJ 2: 00~6 ・ 30

5 日 伏) 山之内公民館 IJ 2: 00~2 : 20 

山之内井口公民館 IJ 2: 50~3 ・ 30

樋口公民館 IJ 4 ・ 00~6 ・ 30

6 日 (掬 下林宮の段集会所 IJ 2 ・ 30~3 ・ 30

下林農協拝志支所 IJ 4 : 00~6 : 30 

7 日 (木) 新村公民館 IJ 2 : 30~3 ・ 00

元南野田集荷場南側 IJ 3 ・ 30~6 目 30

8 日後) 西岡公民館 IJ 2: 30~4 : 00 

町民会館 IJ 4 : 30~6 ・ 30

(2 次検診)

9 月 6 日(!k) 上林公民館 午前9 : 00~9 : 10 

下林集会所 IJ 9 : 30~9 : 50 

町民会館 10: 30~ 11 : 20 

元南野田集荷場南側 午後 1 ・ 20~1 :30 

南吉井小体育館 IJ 2 ・ 00~2 : 30

北吉井IJ、体育館 IJ 3: 1O~ 3 : 40 

結核・肺かん検診日程表平成6年度軍詣iぅ11か弱志五が持診h雪
月 日 場 所

6月 1 日、 6月 28 日 南吉井1J、学校体育館

6月 10 日、 7 月 11 日 北吉井小学校体育館

6月3日 '27日、7月 22 日・ 25 日・ 26日
重信町民会館

11 月 11 日

7月 6 日 下林集会所

7月 29 日 上林公民館

-対 象 : 30歳以上の女性

-受付時間: 午後l時- 2時

-料 金: 子宮けいがん検診 400円

礼がん検診 無料

看
護
の
心
を

み
ん
な
の
心
じ



ザιーすれ，._~.~ . l O ・

私
か
ら
男
た

拝
志
小
学
校

平
成
五
年
度
卒
業

野
上
あ
ゆ
み

「

百
六
十
九
」
こ
れ
は
、
我
が
拝

志
小
学
校
の
全
校
児
童
の
人
数
で

す
。
比
較
的
人
数
の
少
な
い
学
校

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
大
き
さ
な
ら
ど
こ
に

も
負
け
ま
せ
ん

。

別
に
校
舎
が
大

き
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
大
き
い
の
か
、
そ
れ
は

、

人
数
が
少
な
い
こ
と
も
関
係
か
あ

り
ま
す

。

小
さ
な

学
校
だ
か
ら
で

さ
る
こ
と
、
拝
志
小
学
校
だ
か

ら

で
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
拝
志
小

学

校
な
ら
で
は
の
こ
と
で
、
他
校
に

は
な
い
大
き
さ
な
の
で

す
。

そ
れ

は
、
ど
ん
な
こ
と
か
と
い
う
と
・
・
・

。

ま
ず
第
一
に
、
あ

い
さ
つ
。
あ

い
さ
つ
が
だ
れ
と
で
も
で
さ
る
こ

と
、
よ
く

地
域
の
人
た
ち
な
ど
が
、

「
拝
志
の
子
は
あ
い
さ
つ
が
よ
く

で
き
ま
す
ね

。

」

重
信
町

立
持
J

期
国

極

μ

と
、
言
っ
て
お
ら
れ
た
と
先
生
か

ら

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

私
は

そ
れ
を
聞
い
て
、
と
て
も
う
れ
し

く

思
い
ま

し
た

。

そ
し
て
、
そ
の

言
葉
が
う
そ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

し

っ
か
り
と
あ
い
さ

つ
を
心
が
け

よ
う

、

と
も
思
い
ま
し
た

。

他
に

も
地
域
の
方
々
は
、
い
ろ
い
ろ
と

私
た
ち
を
見
て
い
て
、
と
き
に
は

注
意
も
し
て
く
れ
ま
す

。

地
域
と

密
着
し
て
い
る
、
こ
れ
も
拝
志
小

学
校
な
ら
で
は
の
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

。

第
二
は
、
そ
う
じ
で
す
。
拝
志

小
学
校
は
き
れ
い
な
学
校
で
す
ね
、

と
よ
く

言
わ
れ
ま
す

。

そ
う
じ
の

態
度
も
立
派
だ
と
言
わ
れ
ま
す

。

/
 

つベJ
《
、

4HM 

4
むさ

t
しE-w 

お4AF 
れベた

l
t
1

1
1

て

t
l
，

.
，

b
晶

子
炉

一
心

一
-

一
み

私
た
ち
は
こ
の
そ
う
じ
の
態
度
を

六
年
生
の

人
た
ち
か

ら
学
び
ま
し

た
。

そ
の
六
年
生
の
人
た
ち
も
き

っ
と
、
自
分
た
ち
の
上
級
生
の
人

か
ら
学
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す

。

こ
の
こ
と
は
、
拝
志
小
学
校
の
伝

統
な
の
で
す

。

こ
れ
か
ら
先
ず

っ

と
続
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、

一
番
の
拝
志
小
学
校

な
ら
で
は
と
い
う
点
は
、
ほ
と
ん

ど
の
活
動
を

一
1

六
年
生
ま
で

一

緒
の
縦
割
り
で
行
う
こ
と
で
す
。

六
年
生

は
低
学
年
を
お
世
話
で
き

る

力
が

つ
き
ま
し
た
。

協
力
し
て

い
く
こ
と
で
み
ん
な
の

心
が

一
つ

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
同
じ
こ
と

で
み
ん
な
が
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ

木のほ・り遊び(めちゃがんオリンピック)

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

。

給
食
だ
っ
て
縦
割
り
で
、

一
緒
に

食
べ
ま
す

。

人
数
が
多
い
と
こ
ん

な
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

。

ク

ラ
ス
の

中

で
食
べ
る
よ
り
、
ず

っ
と
大
人
数
で
食

べ
ら
れ
る
の
で

す
。

人
数
は
少
な
い
け
れ
ど

。

私
は
拝
志
小
学
校
で
い
ろ
ん
な

も
の
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
は
世
界
に

二
つ
と
な
い

、
拝

志
小
学
校
な
ら
で
は
の
こ

と
な
の

で
す

。
六
年
間
を
と
も
に
す
ご
し
た
友

達
、
先
生
、
家
族
、
地
域
の
方
々

と
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ

て
い
る

学
校
が
、
今
と
て
も
大
き

く
み
、
え
ま
す

。

所
在
地

重
信
町
下
林
甲

一
五
八
五

生
徒
数

一
四

一
人

(平
成
六
年
四
月
現
在
)

職
員
数

十
一
人

形

ぺ

ぷ
町

、
『
1
l
i
li
-
-司

e

S
1州
民
臥
胆

…

e

一d
闘
い
幅
四
J

圃
圃
E
E・
Z副
閤
e

…

判
…ぺ
蜘
哩

一
件
t
w
聡
勘
圃
岡
町

、
議

脳
圏
、
J
J印
J
司

e
供
餅
棋
倒幽
圃
剤
耐
即
町
眠

l

州

…昭
仙
JU間二

一西
岡
遺
跡
現
地
説
明
会

一

e

平
成
五
年
五
月
か
ら
発
掘
調
e

一
査
を
行
っ
て
い
た
、
西
岡
遺
跡

.

一発
掘
調
査
の
平
成
5
年
度
現
地

e

e

説
明
会
を
三
月

二
十
九
日
開
催

e

e
1
レ
斗
志1
レ
れ
九。

一
説
明
全
に
は
四
十
二
名
の
参

一

e
加
者
が
あ
り
、
森
光
晴
調
査
員
e

e

よ
り
古
墳
群
や
掘
立
柱
建
物
跡

e

e
等
、
ま
た

出
土
造
物
の
説
明
を

一

e

受
け
、
そ
の
当
時
の
西
岡
地
域

一

一
の
姿
を
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る

e

一
ょ
う
で
し
た
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見
つ
め
な
お
そ
う家

庭
生
活

今
年
は
国
際
家
族
年
で
す
。

す

べ
て
の
人
々
は
、
「
生
ま
れ
て
き
て

本
当
に
よ
か
っ
た

。
」と
心
か
ら
喜

び
合
え
る
世
の
中
を
願

っ
て
い
ま

す
。

そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
お
立

い
が
家
庭
を
単
位
と
し
て
楽
し
く

明
る

く
暮
ら
せ
る
生
活
を
、
何
よ

り
も
大
切
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
家
庭
は
子
供
に
と
っ
て
最

初

の
学
校
で
あ
り
、
「
三
つ
チ
の
魂

百
ま
で
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

家
庭
教
育
は
子

供
の
成
長
に
と
っ

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
場
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は

、
今

私
た
ち
の

お
か
れ
て
い
る
家
庭
や
世
の
中
の

よ
う
す
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、

そ
こ
か
ら
何
を
な
す
べ
き
か
家
庭

教
育
の
実
践
課
題
を
は

っ
き

り
と

つ
か
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
家
族
の
だ
れ
も
が
、
「
こ
の

家
の
人
間
で
本
当
に
よ
か
っ
た

。

」

川
償
却
一
一
一
一
一

信
号

一
一
一
一

三

ζ
l
i
-
-
v
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い
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い
汁
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\
-

b
p恥
I
ド
L
r
:
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い
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J
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慣
習一

一
一
一

凶
闘
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と
感
じ
あ
え
る
家
庭
に
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
あ
る
家
庭
で
、
中
学

作
-
の兄
弟

が
、
い
つ
の
間
に
か
父

親
の

aZ一円
葉
や
ふ
る
ま
い
か
ら
人
の

心
を
傷
つ
け
て
、
い
や
な
思
い
を

さ
せ
、

U巾よ
れ
な
人
間
に
な

っ
て
い

く
こ
と
や
、
小
川
平
生
の
娘
さ
ん
が

「
自
分
や
吋
親
か
女
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
差

別
さ
れ
て
も
仕
方

が

な
い
こ
と
だ
。
」
と
思
い
こ
ま
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
大
変
こ
わ
い
こ

と
な
の
で
す
。
こ
う
い
う
家
庭
の

場
合
、
妻
や
子
供
の
願
い
を
ふ
み

に
じ
る
よ
う
な
夫
(
父
親
)
は
、
弱

い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
人
々

の
人
権
を
侵
す
、
」
と
は
あ
っ
て
も
、

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
世
の
中
で
最
も
厳
し
い
し
う

ち
を
受
け
て
き
た
対
象
地
域
の

人
々

の
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し

ょ
う
。

私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
義

別
を

な
く
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち

一

人
ひ
と
り
が
家
庭
生
活

の
中
で

の

矛
盾
や
不
合
理
を
な
く
し
、
家
庭

が
お
互
い
の
人
権
を
認
め
あ
い
、

喜
び
ゃ
悲
し
み
を
わ
か
ち
あ
え
る

よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

。

家
庭
教
育
は
口

先
だ
け
で
や
か

ま
し
く
-
一
一
一
口
うこと
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。

親
た
ち
が
、

人
聞
を

大
切
に

し

て
い
く
生
き
方
を
示
す
-

}
と
だ

と
言
え
ま
す

。
子
供
た
ち
は
親
の

与
え
万
や
三
行
動
を
、
常
に
肌
で
鋭

く

感
じ
と
っ
て
い
ま
す
。
父
組
の

作
し
き
方
を
と
お
し
て
人
間

べ
っ
祝

の
考
え
方
を
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う

ち
に
教
え
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
過
ち
を
お
か
さ
な

い
た
め
に
、
家
庭
の
小
で
常
に
「
人

間
尊
重
」
の
温
か
い
ふ
ん
い
き
を

育
て
て

い
く
こ

と
こ
そ
品
も
大
切

な
家
庭
教
育
て
す
。

私
た
ち
は
差
別
を
許
さ
な
い
人

聞
を
育
て
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学

背
を

深
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

第
一
は
、

人
権
意
識
を
高
め

、

人
間
の
尊
さ
を
家
庭
で
と
も
に
学

び
あ
っ
て
い
く

こ
と

で
す
。

例
え
ば
、
他
人
を
見
下
し
た
り

、

他
人
の
人
格
を
傷

つ
け
て
平

気
で

い
る
よ
う
な
言

動
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
「
よ
そ
者
の
く
せ
に
・

・
」
「
あ

ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
く
せ
に

・
・」

な
ど
、
人
を
見
下
し
心
を
傷

つ
け
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
で

し

ょ
う
か
。
う

わ
さ
や
陰
口

を

う
の

み
に
し
て

、

子
供
と
語
り
あ
う
こ

と
は
、
偏
見
を
も
た
せ
、
差

別
の

し
か
た
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
は
差
別
を
計
さ
な
い

姿
勢
が
大
切
で
す
の

第
二
は
、
お
互
い
に
手
を
と
り

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
身
に
つ
け

さ
せ
て
い
く
-
}
と
で
す
。

私
た
ら
は
、
家
政
が
力
を
人
口
わ

せ
て
性
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
、
地
域
社
会
の
支
え
の
小
で

く
ら
し
て
い
ま
す
。
だ
か
、
と
も

す
れ
ば
h

己
中
心
的
な
考
え
が
作

泊
の
中
で
強
く
で
て
は
い
な
い
で

し

ょ
う

か
。
家
族
が
深
く
理
解
し

合
い
、
協
力
・
連
帯
す
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
子
供
た
ち
に

w

下
び

と
ら
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

第
三
は
、
家
族
一
人
ひ
と
り
の

「
く
ら

し
」
を
子
供
た
ち
と
と
も

に
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
み
る
こ

と

で
す
。

そ
の
中
か

ら
、
家
肱
の

一
い
只
と

し
て
の
役

割
や
分
担
の
大
切
さ
に

気
づ
く
で
し
ょ
う
し

「
く
ら
し
と

命
」
を

守
る
た
め
に

行
を

流
し
て

働
い
て
い
る
こ
と
の
意
義
に
も
気

が
つ
い
て

く
る
で
し

ょ
う
。

人
間
は
、
し
あ
わ
せ
に
牛
き
ょ

う
と
い
う

願
い
を
持
ち
、
こ

れ
は

誰
に
も
じ
ゃ
ま
さ
れ
た
く
な
い
の

で
す
。
「
侵
さ
ず
、
侵
さ
れ
ず
」
こ

の
姿
勢
を

小
さ
い
と
き
か

ら

身
に

つ
け
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。

重
信
町
国
際
交
流

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

山
除
交

流
サ
ロ
ン
は
、
外
国

の
ト
々
と
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
の
山
切
で
す9

生
活
様
式
や
文

化
に
つ
い
て

聞
い
た
り
、
話

し

た
り
し
な
が
ら
、
五
い
に
理
解

し
合
、
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
開

催
し
て
い
ま
す

の

今
回
の
テ
ー

マ
は
、
「
中
国
三
千
年
の

健
康

法
、
気
功
」
で
す
。
日
本
語
で

わ
か
り
や
す
〈
実
技
を
取
り
入

れ
た
講
演
で
す
。

講
師

柴
釣
先
生

略
歴

上
海
市
生
ま
れ
電
子

工
学
学
士
現
在
愛

媛
大
学
医
学
部
留
学
生

日
時

平
成
六
年

五
月

ト

一
一
日附

十
時
i

十
一
時
三
十
分

場
所

重
信
町
民
会
館
視
聴

覚
室

入
場
無
料



菊コ、 <0 講座

平成6年度菊づくり講座(年間4回)を次のとおり開催

しますので、お気軽にご参加ドさし、。

時間 13時30分 -1511寺30分

場所 側]民会館玄関前ロビー

内 容 大菊他、菊の色々な栽培方法の実演等

受講料 無料 日程

講師 愛媛県菊花協会理事 円面白

野本権六先生(奥道後)区画面
主催 重信町中央公民館 卜三百二

1 3 回目
問い合せ先 重信町教育委員会片云云

1 4 回目
社会教育課 〔日 H

fi64-1500 

ZI野

「中央料理教室「第1期受講生J J 
現在の料理のレパートリーを噌やしたい方、新しい

料理にチャレンジしてみたい方の参加をお待ちしてい

ます。

対象 町内女性30名 (先着順)

期間 平成6年6月一 9月

時間 午前9時30分一 12時

場所 町民会館(栄養指導室) 日程
参加費 3 ， 000円(材料費のみ) 月日

講師 松山シェフルール

高橋博子先生

問い合せ・申し込み先

重信111]"教育委員会社会教育課

fi64-1500 

116/23 

2 7 〆 7

3 7/21 

4 9 ノ 1

5 9 ノノ22

曜 内容

木 季節に応

木 じた家庭

木 料理

木 (和風・洋

木 風・中華)

ち日ιけの.3:・ 12 ・

語審大挙

第1回目の福寿大学を次のとおり開催しますので、お

気軽にご参加下さい。

日時 6月 10 日(翁午前10時 -11時35分

場所 町民会館 2階第 1 ・ 2研修室

内容 講演「東洋医学について」

漢方薬 ・ 鋪灸 ・ 気功などの東洋医学と西洋医

学との違い、またその効用について

講師 橋本クリニック院長橋本満義先生

受講料 無料

問い合せ先 重信町教育委員会社会教育課

fi64-1500 い::---....
( ，(((、
、、p....、、

弘、 z、

杭グi
lf 

シルバーセキュリティスクール
高齢化社会を迎え、老人

の入浴中における溺死事故

等の防止、 介護 ・応急処置方

法など、総合的な事故対策

の普及を目的に、次のとお

り、シルバーセキュ リ ティ

スク ール(年間 4回)を開校

いたしますので、お気軽に

ご参加下さい。

内 容 介護と応急処置 ・ 防火診断 ・消火避難設備の使

い方・救急車の利用方法 ・ 講演 ・ その他

講 師 救急病院医師 ・ 日赤職員 ・東温消防署職員外

直1@) EI I 
日時 5月 27 日(翁午後l時30分 -311寺

場所 町民会館 2階第 1 ・ 2研修室

内 容 高齢者の事故の特徴 ・家庭の防火診断

講 演 「救急医療現場から見た、安全な家嵯生活と

対策」

講師 救急指定病院藤石病院

院長藤石慎二先生

受講料 無料

主催 東温消防本音Il

後援 重信町教育委員会

問い合せ先 東i且消防本音Il予防係 官64-52 1 0
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ま
た
健
康
相
談
と
し
て
血
圧
測

，

A

ハ

定
、

血
液
検
査
、
肺
機
能
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
も
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で

受
け
ら
れ
て
み
た
ら
い

か
が
で
す
か

。

そ
の
他
各
種
バ
ザ
ー
、
C
O
K

E
S

の
L
I
V
E

、
き
わ
や
か
グ

ル
ー
プ
交
際
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト

、

デ
l

ブ
・

ス
ベ
ク
タ
ー
氏
を

招
い
て
の
講
演
会
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

ま
た
今
年
の
医

学
祭
は
「
大

学
病
院
へ
行
こ
う
。
重
信
盆
地
春

景
色
」
の
テ
l

マ
の
も
と
に
医
学

祭
が
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
れ
れ
ば
と
い
う
の
が
大

き
な
目
標
で
す

。

ど
う
か
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ど
ん
ど
ん
お
越
し
下
さ

宅雇
つ学
とに
い闘
いす
お・る

しは・
また・
27 じ・

き
た
る
五
月

二
十
一
日
出
、
二

十
二
日
同
愛
媛
大
学
医
学
部
に
お

き
ま
し
て
、
恒
例
の
医
学
祭
を
開

催
し
ま
す
。
今
年
は
「
市
民
講
座
」

を
メ
イ
ン
企
画
と
し
て
、
内
容

・

時
間
数
と
も
に
例
年
よ
り
格
段
の

向
上
を
目
指
し
ま
し
た

。

医
学
部

を
始
め
県
立
中
央
病
院
、
愛
媛
大

学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
先

生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し

、
実

用
的
で
身
近
な
内
容
の
講
座
を
六

つ
用
意
致
し
ま
し
た
。
(
下
表
参

昭
…
)

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、

タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
に
つ
い
て
実
際
に
そ
の
現

場
で
働
く
方
を
交
え
て
行
い
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

-
ち
ら報

局

1 13・すιけめぶ

市民講座
5月 21 日 (土)

14 : 30 一 美しく生き老いるために

一食品の機能を探る~

15 : 30- 肝臓病のお話

5月 22 日 (日)

10 : 00- 地I或で「おとしより 」を

支える

~重信町 lニおける活動一

漢方薬って効くの?

救急医療

~自の前で老人が倒れたら~

死者からの贈り物

~脳死と臓器移植~

,. 
e巧

・ι

r、

i 、

弓:::;' "-;
σ" 

6「
よ
F
'

a

a
-
-

ぜ

。

詳
し
く
は
、
愛
媛
大
学
医
学
部

医
学
祭
実
行
委
員
会
ま
で

宮
六
四
|

七
九

一
三

11 : 00-
13 : 00-

14 : 00-

蕊
也
昌
包
宮

男
女
共
同
参
画
型

社
会
を
め
ざ
レ
て

三
月
二
十
日
、

二
十
一
日
は
、

土
手
で
土
筆
を
摘
む
人
々

の
姿
が

目
に
映
り
春
到
来
を
感
じ
ま
し
た

が
、
二
十
三
日
は
、
春
時
間
の
冷

た
い
朝
で
し
た
。

女
性
塾
生
十

三
名

は
、
「
重
信
町

定
例
議
会
」
を
傍
聴
す
る
た
め
十

時
に
役
場
に
集
合
し
ま
し
た
。
私

は
議
会
見
学
の
経
験
が
な
い
の
で
、

町
議
会
が
如
何
に
行
わ
れ
る
か
、

好
奇
心
と
緊
張
の
面
持
で
傍
聴
席

に
着
き
ま
し
た

。

ま
ず
、
五
十
七
億

五
千
七
百
万

円
の
六
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど

二
十
七
議
案
が
、
可
決
さ
れ
ま
し

J
F」

次
に
一
般
質
問
に
移
り
、
衆
議

院
議
員
選
挙
の
区
割
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
り
、
私
も
こ
の
区
割
に

疑
問
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が

、

個

人
の
力
で
は
、

な
す
す
べ
も
な
く

諦
め
の
胸
中
で
し
た

。

と
こ
ろ
が

町
議
会
で
は
、
中
予
を
二
選
挙
区

に
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
採

択
し
、
異
議
申
し
立
て
の
出
来
る

事
を
こ
の
場
で
知
り
ま
し
た
。

続
い
て
私
た
ち
女
性
の
身
近
な

問
題
で
あ
る
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
、
重
信
町
で
は
ゴ

ミ
処
理
に
年
間

二
億
円
も
掛
か
っ

て
い
る
事
を
聞
き
、
コ
ン
ポ
ス
ト

な
ど
を
利
用
し
、
各
家
庭
が
出
米

る
範
囲
で
ゴ
ミ
を
減
ら
す

べ
き
だ

と
、
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
行
政
を
覗
く
と

地
域

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
型
社
会

作
り
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
も

弘
幸

一言
、
責
忌
勺

J
I

づ
く

エ
来
週
ヵ

f
h
'

H

l

開

r
，
く

l

参
加
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

(
女
性塾
生
一Y
-

N
)

女性がより生き生きと生活できる重信をめざ

して、女性塾は、環境、高齢者福祉、文化交流

など身近なテーマを選ぴ自主的に勉強をし、実

践しています。あなたも参加 しませんか。新 し

い仲間を募集中です。

問い合せ・申し込み先 役場企画商工謀

fi64-2001 

5月 27 日申し込み締切日
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図
書
館

移
動
図
書
館
車

巡
回
時
聞
か

変
わ
り
ま
し
た

み
な
さ
ん
に
、
図
書
館
を
身
近

に
利
用
し

て

い
た
だ
く
た
め
に
、

毎
月

六
日
間

三
十
六
箇
所
の
駐
車

場
を
設
け
て
、

町
内
を

巡
回
し
て

い
ま

す
。
巡
回
目
は

、
日
程

表
の

と
お
り
で
す

。

貸
出
要
領
は

次
の
通
り
で
す

。

貸
出
冊
数
日

一
人
四
冊
ま
で

貸
出
期
間
H

一
ヶ
月

(
注
)
返
却
は
、
借
り
た
場
所
で

返
し
て
下
さ

い
。
返
却
で

き
な

い
時
は
図
書
館
ま
で

お
-

返
し
下
さ

い
。

お
子
さ
ん
を
含
め

て
三
十
人
以

上
の
全
員
か
お
り
、
本
を
預
か

っ

て
い
た

だ
く

責
任
者
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
団
体
登
録
を
し
て
下
さ

い
。

各
グ
ル

ー
プ
に
配
本
し
ま

す
。

申
し

込
み
は
、
図

書
館
カ
ウ

ン

タ
ー
ま
で
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

登
録
願
書
を
お
漉
し
し
ま
す

。

貸
出
要
領
は
次
の
通
り
で
す
。

貸
出
冊
数
日

一
グ

ル
ー

プ
に

っ
き
五
十
冊
ま
で

貸
出
期
間
N

一
ヶ

月

(注
)
選
本
は
、
代
表
者
の
方
が

選
ん
で
ド

さ

い
。

選
書
は
、

新
刊

書
以
外
と

し

ま
す
。

問
い
合

せ
先

図
書
館包

六
凹
|
三
四

一
四

文江

山之内 高岡商店前

11 麓橋前

11 井口集会所前

樋口 菖蒲バス停前

11 石丸商店前

11 小田直弘氏宅前

償河原 駅前

IJ 療養所宿舎前

志津川 集会所前

11 団地ストア横

八反地 集会所前

西岡 集会所前

11 丹生谷石油機

ff 自衛隊官舎内

田窪 集会所前

掘池 集会所前

牛;刻 集会所前

牛泌l団地 第二集会所前

上樋団地 朝比奈酒店前

播磨台団地 集会所前

北野台団地 集

新村 農協支所横

北野田 集会所前

南野田 集会所前

上村 石丸商店前

11 農協支所前

下林 宮ノ段集会所前

11 5J1j府集会所前

11 高橋商店前

11 横根集会所前

下林 八幡集会所前

上林 二ノ瀬集会所前

川 公民館前

11 五本松集会所織

11 菅野商店積

11 中筋集会所前
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一日
一9
1

一3
同
日
目

一9
一

0
一1
一3
卜
十一日
一9
m
日

山
一9
0

一1
1

4
同

一1
0

1
日
日
目

一

毎月 15 日

毎月 17 日

毎月 20 日

毎月 22 日

毎月 25 日

毎月 27 日

新
刊
図
書
案
内

〈
哲
学
〉い
つ
で
も
で
き
る
座
禅

ー
中
野
東
禅

〈
歴
史
〉
日
本
史
大
辞
典
6

〈
社
会
科
学
〉
超失
業
|
長
谷
川

慶
太
郎

〈
自
然
科
学
〉
健
康
常
職
の
ウ

ラ
・
オ
モ
テ

|

半
田
節
子

〈
技
術
〉木
の
い
の
ち
木
の
こ
こ

ろ
ー
西
岡
常

一

〈
家
政
学
〉
和風
の
ケ
ー
キ
と
お

や
つ
を
ど
う
ぞ
l
ト
ミ
タ
セ

ソ
チ

〈
産
業
〉
コ
メ
開
放
|
中
村
晴
彦

〈
芸
能
〉ガ
ン
再
発
す
|
逸
見
政

孝
〈
文
学
〉
止
し
き
る
ヒン
ト
|

五
木

寛
之

〔
今
月
の
休
館
日
〕

2

日
1
5

日
、
9

日
、
日
目
、

日
目
、
ね
目
、
刊
日
、
幻
自

〈
今
月
の
標
語
〉

-
書
を
以
て
御
す
る
者
は
馬

つ

の
情
を
壷
く
さ
ず
H

書
物
だ

け
に
よ
る
学
聞
は
実
情
に
う

と
く
、
実
地
の
用
に
は
役
立

た
な
い
こ
と
を
い
う

。



⑨松
山
東
道
路
全
線
開
通

北吉井幼稚園

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
新
入
学
園
児
及
び
児

童
を
対
象
に

「

交
通
安
全
教
室

」

が
、
重
信
町
交
通
指
導
員
会
・
松

山
東
警
察
署

・
松
山
東
交
通
安
全

協
会
の
協
力
を
得
て
、

町
内
の
養

護
学
校
3

校
、
中
学
校
l

校
、
小

学
校
4

校
、
幼
稚
園
3

園
、
保
育

所
5

聞
の
計
回
ヶ
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
を
遵
守
し
、

町
内
か
ら
交

通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

。

a

か
え
ん
ぴ
つ

桜
の
季
節
も
終
わ
り
、
こ
れ
か

ら
は
、
つ
つ
じ

・

藤
・
し

よ

う
ぶ

と
い
ろ
い
ろ
な
花
か
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

育
て
る
の
は
ど
う
も
苦
手

で
す
が

(
花
に
も
人
の
気
持
ち
が
伝
わ
る

と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
私
の
場
合

愛
情
が
足
り
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん

。

)
花
は
大
好
き
で
す

。

心
沈

む
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
可
憐
に
咲

い
て
い
る
の
を
見
る
と

心
穏
や
か

に
な
り
ま
す
。

前
任
の
後
を
継
ぎ
、
こ
の
四
月

か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
こ
の
広
報
づ
く
り

が
初
の
仕
事

。

出
来
映
え
に
ド
キ
ド
キ
ッ

。
今
ま

で
何
気
な
く
読
ん
で
い
た
け
れ
ど
、

自
分
が
し
て
み
て
わ
か
る
広
報
づ

く
り
の
大
変
さ
。

ま
だ
手

探
り
の
状
態
で
す
が

、

少
し
で
も

多
く
の

町

民
の
方
に

「
待
っ

て
」
「
見
て
」
い
た
だ
け
る
、

そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
で
す
が
私
な

り
の
紙
面
づ
く

り
に
が
ん
ば
っ

て
み
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

幕
が
あ
り
、
完

成
を
祝
い
ま
し

た

版

拝王宮、IJ、学校

~New~ 

観光パンフレットができました/

上林保育所

1 15 ・2Rιけれ.3:
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お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す

戸
籍
の
窓

北上下 上見下回上牛上 住
野- 1Jzミ、

田村林林良林 i宝林測l 村 所

大石 ;森塩高森金杉藤岩
氏西丸 見林 宮木原閏

ヤキ ミ
リス ミ タ久敏道ノ 名ンョ柴ヱ護マ!t.~己弘ノレ

92 91 51 76 84 85 74 65 77 87 
年 |
令

4 433  3 3 3 3 3 3 事E
-・ ・ ・ ・・ ・・・ .

亡
σコ

9 1 25 24 22 21 20 15 13 12 日

⑧⑨⑨の帽子?
値るのま かはミ の村l
あよ帽る遠で開ツつ上社下
りう子でく今花ノ〈つのの林
でを山かががツじつ後三:

で 。 かがら見少ツのつ方弓
す ーぶ ピ見頃しジ極じにふ
屯つンる。遅 。 類 。 あさ

のてクと い今は る築
価い色、 と年、 山島

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ

い
ま
し
た

。

松
本
ミ
チ
子
さ
ん

井
門
弘
次
さ
ん

渡
部

幸
子
さ
ん

森
常
則
さ
ん

塩
見
十
起
雄
さ
ん

八
木
完
さ
ん

石
丸
隆
義
さ
ん

岩
田
淑
子
さ
ん

高
林
シ
ゲ
キ
さ
ん

四
月
十
日
ま

で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う

下凶志南志上横牛志 住
i幸野 i掌 j可 �!l! 

林岡川田川村原 涼1) 川 所

jす北坪柄I f予岩吉芝宮
保生 問内田藤田回 内
護谷伸浩幸孝 哲和勝敏

術 一二正一誠 也彦 者

矧 矧彩究理祐明春 出

馬 イ)~詳. i太織苦手し 愛也旦菜 生
!尼

3 3 3 3 3 333  3 生
年
月

31 25 24 23 19 18 16 15 14 日

(
見
奈
良
)

(
横
河
原
)

(
山
之
内
)

(
田
窪
)

(
上
林
)

(
牛
捌
)

(
上
村
)

(
上
村
)

(
見
奈
良
)

~堂書霊長陛I;幽R里畳軍d宮町r]ihJ=削
月 日 行 事 名 H寺問 場所

日本脳炎予防接種 13: 50-l4 :00 上林小体育館
24(刈 (3才以上の一般住民) 1 1 4:20-14:30 拝志小体育館

健康相談〈各地区〉

25(利
Hl:親竺時φ一一一一一一一一一 一一 l ~?芳三~~ ~ ~~ 1 町ー界一 今一睡
健康相談〈各地区〉

5 不燃物回収日

心配ごと相談所 13: 00-15 :00 役場2階第l全議室
ーー・ー---_- - ーーーーーー ーーーーーー・ーーーー-- 曲ーー ーー ーー ー ・ ・ー ー ーーーーーーー ー・ー ーー

26(ね 日本脳炎予防後種
14: 00-14:30 t吉井小体育館

(3才以上の一般住民)

27(匂
3才児健康診査

13:00-14:00 町民 会館
(H3年 1 月 -3月生まれの者)

28(土j 役場開斤日
月 29(日) 当番医 西村内科 重信町志津川 t�64-2461 

30(月)
母親学級④ 13 ・ 30-15:00 t PIT 民会館

おとしより健康相談室 1 4 : 00-16:00 役場保健婦室
軽自動車干財内期限
-_--骨 ・ ・ ーーーーー曲・ーー ー - -・ ・・・・ーー・・・ ーーーー ー ーーーーー------唱

3 l(火j 日本脳炎予防接種
14:00-14:30 南吉井小体育館

(3才以上の一般住民)

l(7)<) 
子宮がん ・乳がん検診

13:00-14 :00 南吉井小体育館
(30才以上の女性)

3 (命
子宮がん ・ 礼がん検診

13: 00-14:00 町民会館
(30才以上の女性)

4 (:lj 役場開庁日

5 (日) 当番医 踏襲石病院 重信町志津川 t�64-1234 

6 (!1) 
おとしより健康相談室 要予約 14:00-16:00 役場保健婦室
リハビリ教室

ーーーーーーーーー ーーー -・， 幽ーーーー ーー ーーー

13:30-15: 30 町民会館

7 (刈
日本脳炎予防接種①

14 :00-14:30 町民会館
(3才以上の一般住民)

9 附
行政心配ごと相談所 13:00-15 :00 役場2階第l全議室
料理講習会 「カル シウム食」

ーーーーーーーーーーーー - - 司-- ---ーーーーー

10: 00 -12:30 田窪団地公民館

不燃物回収日

6 1 10('翁 子(30宮才が以ん上・ 乳の女が性ん検)診 113 : 00 -14 : 00 1 北吉井小体育館

11(:1:) 
役場開庁日
詰二ヲどり詰)主②一一一ーーーーーーーー一 一 fi3jÔζ 一一一一一 !日了瓦会ー ー伝

1 2 (日) 当番医 西野内科クリ ニ y ク重信町志津川 t�64-2200 

13伺) おとしより健康相談室 要予約 14:00-16:00 役場保健婦室
リハビ リ 教室 13:30-15: 30 町民 会館
ーーーーーー----------ー司.-.・ーーーーー--ー司 ーーーーーー--・・・ー -- 骨・.-ー・e ・ーーー』

14 (刈 離乳食学級
13:30-15:00 町 民会館[

(H6年2 月 . 3月生まれの者)

15t村
乳児健康診査

13:30-14:30 町民 会館
(H5年8月・ 11 月 ・ H6年21'1 生まれの者)

16t柄 人様相談所 10:00-15:00 役場会議室
18(土j 役場開庁日

19(日l 当番医 山本内不| 川内町北方 t�66-2066 

20伺) 健康相談〈各地区〉

月
2 l(刈 健康相談〈各地区〉

健康相談〈各地区〉
22(羽

結核・肺がん検診〈各地区-24 日まで〉

23附 心配ごと相談所 13: 00-15: 00 役場1階第l会議室

25(土)
不燃物凹収日

役場|羽 J'T 日

26(日) 当番医 岸本医院 川 内 IßT北方 t�66-5670 

27(月) 子結(3核宮0 才が怖山瓦上がケんのL検が女性診瓦樟)〈診各地区 2I 1 |91日3:0まトで1〉4 00I li 町民 会館

28(刈 粗子(3大宮0才がゴ以んミ上回ー字の収L 女が日性ん(午検)前診10時まで1 1
に

3
出00-しMて下mさ1 市い吉。井)小体育館

30(ボ 開I県民税第1期納期限
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